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５月２９日、おはようタイムの時間に歯についての発表が
ありました。みんなで、クイズや歯の磨き方についてパワ

ーポイントで作成し、発表準備のために居残りしたり休み
時間に練習を頑張りました。また、虫歯ゼロの子ども達に
は、「ダイヤモンド賞」の表彰式を行いました。

中学１年の砂川麗さん！。1校時、数学の授業でしたが、
集中し真剣に取り組んでいます。今日は、「正と負の割り
算」。中学生計算になると、問題もレベルが上がり、難し
くなりますが、課題に対しても最後まであきらめずに計算
問題を解いていました。

船浮校創立１００周年記念事業期成会について》

学校は次年度100周年を迎えます。その為に期成会を立ち
上げ、周年行事に向けた取組を計画していきたいと考えてお
ります。皆さまのご協力を宜しくお願いします。

２０２３（令和５）年度 学校便り 第３号（６月号）

船浮校便り

１日（木） 安全点検 いい歯の日
２日（土） 児童会・生徒会活動
６日（火） 校長講話 人権の日

不審者対応避難訓練 ５校時
創立100周年期成会（公民館）

７日（水） 学校支援訪問
10日（土） 地区夏季総体～11日

砂川麗さん（バトミントン出場）
11日（月） 中学部振替休日
19日（月） 授業参観日 2校時～４校時

平和集会4校時
21日（水） 白浜海神祭
20日（月） 授業参観 平和学習（4校時）
23日（金） 慰霊の日
24日（土） PTA夜釣り（予定）
28日（水） クリーンデー
30日（金） 児童会生徒会活動

台風２号が過ぎ去り、学校には子ども達の明るい声が戻って
きました。やはり学校で学ぶ子ども達の笑顔は素敵ですね。
さて、本校では明日も来たくなる学校づくりに向け取り組ん

でいることです。
明日も来たくなる学校とは、「みんなでたのしく過ごすこと」。
これは、「ふざける」「楽をする」ではなく、困難な課題に対し
ても、常に前向きに捉え、みんなで協力し合い達成感を味わう。
また、同じ時間を過ごすなら、どのようにしたら「たのしめる
か」この部分を意識しながら学校経営に取り組んでいきたいと
考えております。
例えば、清掃活動を行う場合「めんどくさいからやりたくな

い！」と考えるのではなく「綺麗になったら、みんなで活動す
る場所が増える」とか「ゴミ拾いを誰が一番たくさん拾うか競
争しよう！」等、声かけ一つで考え方が変わります。大人の我
々が、子ども達を育てることは当たり前であり、子ども達の考
え方、気持ちの持ち方は大人からの影響を大きく受けます。し
たがって私たち大人は、前向きに考える思考を持つことが大切
だと思っております。

○生活：進んで学習に取り組もう
○保健：歯を大切にしよう
○人権：（小中）生命を大切にしよう

（御 礼）去る５月２０日に実施いたしました「たけのこ採
り」にお忙しい中ご協力下さり、誠にありがとうございました。
初めて体験する児童生徒や教職員も多く、保護者や地域のご協
力により無事終えることができました。
今後ともPTA並びに学校行事の取組へのご理解とご協力を賜

りますよう宜しくお願い致します。

５月２３日（火）午前中、本校にて「くるちの杜100年
プロジェクト」講演会を児童生徒向けに行いました。
この中で、平田大一さんから、笛についての話や読谷村で

行っている「くるちの杜100年プロジェクト」についての
お話があり、子ども達は真剣な眼差しで自分事として考えて
いる様子がありました。
宮沢和史さんのお話で、「島唄」がヒットし、多くの人が

三線を購入する人が増えました。三線がたくさん売れること
で、沖縄のくろき（黒檀）が減りこのままでは、未来の子ど
も達へ沖縄の黒檀で三線を作ることができなくなる！だか
ら、今行動を起こして、未来のためにくるち（黒檀）を植樹
しましょう。熱いお話を拝聴しました。
また、講演の最後には、宮沢和史さん、平田大一さん、池田
卓さんのコラボで歌を２曲聴かせていただきました。


